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デュパンの『フランスの服飾』

　大革命直前の版画集で本図書館所蔵の服飾版画

コレクションの〔Pでも独自の価値を持つ稀観書で

ある。クイトルは、『フランスの服飾：王国におけ

るさまざまな身分階級を示すフランスの服飾、批
　　　　　　　　　　　ふ
評的かつ道徳的な考察を付した各階層固有の衣服』

（LES　COSTUMES　FRANCOIS　Represantans
　　　　　　　　　　　　‘
LeS　aifferenS　EtatS　du　ROyaume，　aveC　leS

habillemenS　prOpreS　a　C〔aque　Etat　et　aC－

compagnes　de　RefeecUons　critiques　et　mo－

rales，／776．）〔383．／35－C〕となっており、パリ

のサン・ジャック通りの版画屋が1776年に出版し

た、ビュラン版による無彩色の／0枚の銅版画集で

ある。／776年といえば、例の画期的な服飾版画集

であるガルリー・デ・モード・工’コスチュー▲

・フランセ〔383．り35－C－’1　一一4〕に先立つこと2

年、保存資料の僅少な年代である。さらに，さま

ざまな階層の人々の衣服を捉えることができるこ

の版画集の持つ史料的価値は極めて高い。

　版画師は∪ッパーハイデやコラの文献目録では
　　　　　　　　　　　　ま　　，
ガルリー・デ・モードにもオを示したニコラ・デ

ュパン（NicOlas　Dupin，り753一浸年不…羊。ただ

し／79／年の作品が確認さRている。）と、記されて

いる。ペネズィの美術家辞典によると、単にデュ

パン弟もしくは子（Dupin　le」eune）と記さRて

いる。（テユパンー家は／8世紀全般にわたって仕事

をした版画師の家系である。注．）この『フランス

の服飾』／0枚の版画中、サインの認められるのは

　　　　　　　　　　　　　　　　　nlNQ6とNQり0の2枚のみで、しかもごく微かにdupln

という小文字で綴られている。（この後に刷られた

ものにはDupi∩というサインを多く残している。）

この版画集は、23歳のニコラ・テユパンにとって、

名前を入れた初めての作品だったのかもしRない

し、ひょっとすると親子ないしは兄弟の合作であ

ったのかもしれない。作者に関する手懸かりはこ

助手　（西洋服装史）　　斎藤　多香子

R以上は不明である。誰が下絵を描いたのか、解

説者は誰か．なども詳らかてはない。1日体制への批

判の色濃いこの版画集は、当初から作者名を伏せ

て出版したなどということもあるのであろう。し

かし、作者と作品とは、ある水平面に立てば別箇

の存在であり、ここでは版画の／1枚り枚が私たち

に語っている言葉を、そのまま吟味することこそ、

最も大切なことなのである。

　／0枚の版画には、次のようなクイトルがつけら

れ、さらにかなり長い解説文が加えられている。

1．貴族と貴夫人　II．司教と女子大修道院長

IIL司法官と武官　IV．修道士と修道尼

V．徴税官と修道院長　VI．ブルジョワの男女

W．医者　珊．職人：左官屋と洗濯女

IX．庭師と農家の女　X．貧者の男女

　貧者をも含むこの配列は、当時の身分階層の捉
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え万を示していて興味深い。解説者は、貴族や漠

大な富と権力を掌握していた司教や司法官には、

直裁にてはないが暗に鋭い筆鋒をふるう。例えば、

図②の貴族と貴夫人の説明では、「王から授けら

れた勲位を帯び、貴族の印である赤い踵の靴を

はき、この踵で国家の敵を踏みつぶすのである。

金持ちでうぬぼれ屋、これが貴族の特徴であるQ」

という辛辣な調子である。貴夫人に対しては．「髪

にあしらった羽飾りは、軽快さく軽薄さ）の象苦

であるが、近頃では際立って惜し気もなく使われ

ている。」（つまり、これは、貴夫人たるものは、

ますます軽薄この上なし’百様た、とじうことをii三

外に表している。）ブルジョワ階層に対してはどの

ような解説をしているだろうか（図◎）。「フルジ

ョワジーとは、王国にとって最も重要な階層であ

り、（…）まさしくブルジョワジーこそが国庫を満

たすのである。商人はフルジョワジーを羨望し、

フ／レジョワジーは貴族を羨望するが、というのも、

ブ／レジョワとは中途辛端な貴族だからである。プ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ト
ルジョワ紳士は、時には司法官のように黒い上着

を用い、時には貴族のように飾り紐をほどこした

ビロ　ドの上着を着る。ブ／レジョワ夫人は、貴夫

人のように厚かましくもドレス全体に玉房飾りを

つけたりはせす、それでいて、優雅でゆき届いた

装いであるO」

　この解説者は、不明であるが、多くの古典から

の引用文や軽妙な調刺に満ちた文章を綴ることの

できた知的階級の人間であったにちがいない。そ

して、この人物の庭師や職人、農民の階層に対す

る評価は高く、ルソー、ヴォルテールなどの当時

の文芸思潮の影響も色濃く認められる。「耕作「まど

楽しい生活はない。毎日、陽の出を賞で、晴天の

喜びを味わう。自然の与えてくれる美しい花々を

摘み、自然の恵みである麦を刈り入れる。そして、

素晴らしい果実が食卓を飾るのた。…こんな人々

の衣服は＼それにふさわしい質実なものてあるO」

（図①）

　服飾は、常にさまざまな観念化の格好の題材と

なりやすく＼それらの装置をくぐり抜けると、一

つの車坦な断面のみが、他の諸相を切り捨てた形

で示される。資料に対する細やかな読みが要求さ

Rる所以である。この版画集においても背景状況

を考慮し、（たとえば、1775年には英国初の労働組

合が結成されている。）しかし，それが背景にすぎ

ないことをも十分に踏まえて、真実の意味、虚構

の意味を考えなければならない。

注．cf　POrtalis　et　B6rardi：Les　graveuns　au

×vlele　siecle，vOIII，p．73．〔732．8－P〕他。

　　　　②貴族と貴夫人（PI　I）　　　　　　　　　　　　　　　　◎フ1レジョワの男女（Pl　VD

王者の比藪口よ」り、貴族とフ㌧ジョワの特質が明瞭‘こなる。女性は髪自5・り・スカートの装銃’三裾の差異．勇性

は、勲章や帯剣の有舞、t着・ジレの装飾の差異が読みとられる。
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